
混合ワクチンについて



ワクチン接種のメリット
ワクチンが存在する感染症であれば、ワクチンを接種することで感染症の被
害を最小限に抑えることができます（重篤化を防ぐ） 

感染症の中には人へ感染するものも含まれているためその予防にもなります 

感染拡大を阻止できるのは、地域内の70％がワクチンを接種している必要が
あります（現在日本全国の接種率は28％） 

多くの疾患（癌や代謝異常など）は積極的な予防ができないですが、感染症
は唯一予防できる疾患です



当院で可能なワクチンの種類
わんちゃん

・５種混合ワクチン 
・８種混合ワクチン

ねこちゃん

・３種混合ワクチン

フェレットさん

・２種混合ワクチン



ワクチンの副反応
分類 臨床症状 発現するまでの時間

循環器・呼吸器 
（アナフィラキシーショック）

低血圧・虚脱（ぐったりする） 
チアノーゼ（舌の色が紫になる） 

呼吸困難
接種後30分以内に多く見られる

皮膚症状
顔面や身体各部の腫れ 
（ムーンフェイス） 
体の痒み・発赤

接種後５～30分に多く見られる 

12時間後まで起こることもある 

消化器症状 嘔吐・下痢

様子がおかしいなと感じたら、お電話でご相談ください



当院からのお知らせ
ワクチン接種後、待合室または駐車場で30分間様子を見ていただきます 

帰宅後も1日様子を見れる日にご予約ください 

接種後2~3日はシャンプー、激しい運動は避けてください 

ノミダニ・フィラリアの予防薬の投与は、ワクチン接種の2日後以降に投
与してください（アレルギー反応の有無を確認するため）


